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今月の掲載記事
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が始動

平成 28 年度施政方針・当初予算
新たな組織体制でスタート
今も迫りつつある口蹄疫
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「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
創
生
総
合
戦
略
」
が
始
動

自
然
を
生
か
し
　
人
を
生
か
し
　
自
然
の
恵
み
と
人
の
力
で
　
ふ
る
さ
と
創
生

　

市
で
は
、
平
成
28
年
3
月
に「
え
び
の
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人
口
減
少
問
題

を
克
服
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
定
め

た
も
の
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
同
戦
略
で
定
め
た
4
つ
の

基
本
目
標
を
基
に
し
て
、
各
種
計
画
や
事
業

な
ど
を
本
格
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問
市
企
画
課
定
住
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

1　基幹産業である農林畜産業を維持・発展させる
　〇新規就農者・農業後継者の確保・育成
　〇農林畜産業 経営向上の支援
2　南九州の「へそ」という地の利を生かした企業誘致を進
　める
　〇企業誘致の推進
3　創業を含めた地場産業支援を行う
　〇新規創業支援
　〇地場産業育成支援
4　人材マッチング等を通し、就職や転職を支援する
　〇企業との人材マッチング

1　地域資源を再認識のうえ、さまざまな方法による情
　報発信を行う
　〇シティセールスの推進
2　観光振興や農家民泊・スポーツ合宿等を通じた交流
　人口増加を図る
　〇観光の振興
　〇体験型観光の充実、スポーツ合宿・イベント等誘
　致
3　UIJ ターン支援等による移住・定住の促進を図る
　〇移住・定住の推進

1　出会いの場を提供し、婚活を推進する
　〇出会いや結婚に対する支援
2　子育てしやすい環境づくりを推進する
　〇妊娠・出産・育児の負担軽減
　〇安心して子育てできる環境の充実
　〇男女共同参画の推進
3　質の高い教育を行い、郷土を担う人材を育成する
　〇教育環境の充実

1　生活環境整備を通じ、住みよいまちづくりを進める
　〇生活環境の整備
2　地域コミュニティ等を強化し、地域の絆を深める
　〇地域コミュニティ等の強化
3　高齢者等の生きがいづくりを行い、住み続けたいまち
　づくりを進める
　〇健康長寿社会の実現
4　防災力を高め、安心安全な住みよいまちづくりを進め
　る
　〇防災力の向上
5　他地域との広域連携を推進する
　〇広域連携の推進

施策方針 基本目標と基本的方向

指標 基準値 目標値

市内総生産 695 億 2 千 9 百万円
（Ｈ 24）

704 億円
（Ｈ 31）

【基本目標 1】
多様な働き方が実現できる　ふるさとづくり

【基本的方向】
地域資源や地の利を生かした産業振興や企業誘致を行い、
安定した雇用と働き方を創出する

【数値目標】

【基本目標 2】
人が集い　選ばれる　ふるさとづくり

【基本的方向】
えびのの魅力を積極的に発信し、交流人口の増加や移住
促進を図る

【数値目標】

指標 基準値 目標値
年間観光客数 122 万人（H26） 146 万人（Ｈ 31）

市の制度活用によ
る移住世帯数

4 件
（H26）

40 件
（H27 ～ 31）

【基本目標 3】
希望をもって生涯設計できる　ふるさとづくり

【基本的方向】
出会い、結婚、妊娠、出産、子育てのライフステージに
応じた切れ目のない支援を行う

【数値目標】

指標 基準値 目標値
出生数 131 人（Ｈ 26） 157 人（Ｈ 31）

【基本目標 4】
いつまでも　住み続けたい　ふるさとづくり

【基本的方向】
生活環境整備や地域内外の連携を深めることで、安心安
全で住みよいまちづくりを進める

【数値目標】

指標 基準値 目標値
住みよいまちだと
思う市民の割合

81.2%
（Ｈ 23）

90.0%
（Ｈ 31）

人口ビジョン

【現状】
○人口は 1950 年頃以降、総じて減少傾向が続い
　ている
○高齢化の影響等で、死亡数が出生数を上回る
　自然減が続いている
○転出が転入を上回る社会減が続いている
○ 10 代や 20 代の若者が、進学や就職を機に市外
　へ流出している
○市を訪れる観光客数は、概ね減少傾向にある

【2060 年人口の将来展望】
○合計特殊出生率 2.07 に設定
○ 39 歳以下の市外への人口移動を 30% 抑制

〇人口推移　シミュレーション結果

【2060 年の人口目標】
〇 10,000 人超を維持（10,280 人）
※人口の年齢構成が改善され（若年層の割合が増
加）、持続可能な地域社会づくりが可能となる
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「施政方針」
えびの市議会3月定例会が2月25日から3月23日まで開かれ、村岡市
長は、「平成28年度施政方針」を述べました。今回は、その一部を抜
粋してお知らせします。

　

本
市
に
お
け
る
人
口
に
つ
い
て
は
、
昨
年

1
月
に
人
口
2
万
人
の
大
台
を
割
り
込
み
、

そ
の
後
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
一

方
で
、「
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
」の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
着
実
に
、
移
住
・
定
住
へ

の
効
果
、
え
び
の
市
の
認
知
度
の
向
上
、
交

流
人
口
増
加
等
の
実
績
が
あ
が
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
い
て
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
を
抑
制
し
た
こ

と
に
よ
り
、
実
質
単
年
度
収
支
が
4
年
ぶ
り

に
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
安
定
し

た
財
政
基
盤
を
堅
持
し
な
が
ら
、「
え
び
の

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
基
づ
く
人
口
減
少
対
策
、
定
住
対
策
お
よ

び
交
流
人
口
の
拡
大
対
策
な
ど
の
課
題
に
も

対
応
し
、
め
ざ
す
都
市
像
で
あ
る「
大
自
然

と
人
々
が
融
合
し
、『
新
た
な
力
』が
躍
動
す

る
ま
ち　

え
び
の
」を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、
未
来
に
つ
な
が
る
施
策
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
予

算
は
、「
え
び
の
市
総
合
計
画
」お
よ
び「
え

び
の
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」を
柱
と
し
て
、
今
後
5
カ
年
に
お
い
て

取
り
組
む
べ
き
政
策
を
考
慮
し
て
編
成
し
ま

し
た
。

　

主
な
重
点
施
策
と
し
て
、
新
規
就
農
者
定

住
促
進
事
業
、
創
業
支
援
利
子
補
給
補
助
事

業
、
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
並
び
に
看
護
師

就
職
支
度
金
貸
与
事
業
な
ど
の「
多
様
な
働

き
方
が
実
現
で
き
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
施

策
」。
道
の
駅
体
験
イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営
補

平成 28 年度

助
事
業
、
北
き
り
し
ま
魅
力
創
造
事
業
、
移

住
・
定
住
支
援
推
進
事
業
な
ど「
人
が
集
い

選
ば
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
施
策
」。
乳
幼

児
健
康
診
査
事
業
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
、
第
3
子
以
降
保
育
料
無
料
化
事
業
、
飯

野
高
等
学
校
支
援
事
業
な
ど「
希
望
を
も
っ

て
生
涯
設
計
で
き
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
施

策
」。
自
治
会
活
動
支
援
事
業
、
住
民
参
加

型
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
い
き
い
き
百
歳
体
操

を
推
進
す
る
介
護
予
防
事
業
な
ど「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
施

策
」な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
新
た
な
活
力
を
生
む
産
業
づ
く
り

　

農
業
の
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
の
確
保

や
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物
の
生
産
拡
大
と

農
家
所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
産
園
芸
の
振
興
で
は
、
え
び
の
産
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
イ
チ
ゴ
、
ピ
ー
マ
ン
等
の
施

設
園
芸
や
栗
、
オ
リ
ー
ブ
等
の
果
樹
生
産
に

引
き
続
き
支
援
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
で
は
、
農
業
後
継
者
等
の
担

い
手
の
規
模
拡
大
や
農
家
所
得
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
引
き
続
き
利
子
補

給
や
保
証
料
補
助
等
の
支
援
を
行
い
、
商
工

業
者
の
持
続
可
能
な
安
定
的
経
営
及
び
地
域

経
済
の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

物
産
振
興
で
は
、
県
内
外
の
物
産
展
・
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品（
特
産
品
）を
通
じ
て
、

市
内
物
産
品
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
情
報
発
信
を
図

り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
で
は
、
環
境
や
地
理
的
優
位
性

が
生
か
せ
る
物
流
関
連
業
や
食
品
加
工
業
を

中
心
に
情
報
収
集
を
怠
る
こ
と
な
く
産
業
の

流
れ
を
見
据
え
た
企
業
誘
致
活
動
の
展
開
に

努
め
ま
す
。
工
業
団
地
の
造
成
で
は
、
基
本

計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
地
場

企
業
の
育
成
及
び
効
果
的
な
企
業
誘
致
を
進

め
る
た
め
、優
遇
措
置
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、
着
地
型
観
光
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
観
光
資
源
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
や
誘
客
に
向
け
た
ス
ポ

ン
サ
ー
ゲ
ー
ム
等
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

に
努
め
ま
す
。

■
志
と
郷
土
愛
を
持
つ
人
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
で
は
、
小
・
中
学
校
の

全
学
年
に
導
入
し
た「
30
人
学
級
」が
、児
童
・

生
徒
の
学
力
面
、
生
徒
指
導
面
で
実
績
が
見

ら
れ
る
た
め
、
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
も
先
駆
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る「
幼
保
小
連
携
・
接
続
推
進
」・

「
小
中
一
貫
教
育
」お
よ
び「
飯
野
高
等
学
校

と
の
連
携
」を
含
め
た
一
貫
教
育
を
引
き
続

き
推
進
し
ま
す
。

　

県
立
飯
野
高
等
学
校
の
支
援
事
業
で
は
、

「
給
付
型
奨
学
金
支
援
」、「
学
力
向
上
等
支

援
」お
よ
び「
通
学
支
援
」な
ど
、
市
内
唯
一

の
県
立
高
校
で
あ
る
飯
野
高
等
学
校
の
存
続

に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

■
誰
も
が
元
気
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、疾
病
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
お
よ
び
重
症
化
予
防

に
重
点
を
置
い
た
事
業
を
展
開
し
、
市
民
誰

も
が
自
ら
積
極
的
に
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
対
策
で
は
、
不
足
す
る
看
護

師
の
確
保
支
援
対
策
と
し
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
市
内
の
医
療
機
関
等
へ
の
就
職

支
援
を
目
的
に
支
度
金
の
貸
与
及
び
奨
学

金
返
還
助
成
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。　

■
協
働
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
市
民
協

働
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、「
地
域
運
営
協
議
会
」の
活
性

化
の
た
め
の
支
援
を
行
い
、
権
限
と
財
源
の

委
譲
を
行
っ
て
い
く
体
制
の
構
築
を
更
に
進

め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策
で
は
、
幼
児
期
の
学
校

教
育
や
保
育
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

保
育
士
確
保
対
策
で
は
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
市
内
保
育
所
等
へ
の
就
職
者
が

保
育
士
養
成
施
設
に
入
学
す
る
に
あ
た
り
借

り
入
れ
た
奨
学
金
の
返
還
に
対
し
補
助
金
を

交
付
す
る
な
ど
対
策
を
強
化
し
、
待
機
児
童

の
早
期
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

多
子
世
帯
支
援
対
策
で
は
、
教
育
・
保
育

施
設
に
通
う
第
３
子
以
降
の
子
ど
も
に
つ
い

て
保
育
料
の
無
料
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
で
は
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
い
き
い
き
と
そ
の

人
ら
し
く
自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
で
は
、
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
で
高
齢
者
の
社
会
活
動
の

範
囲
を
広
げ
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
で
は
、
使
途
を
高
齢
者
の

福
祉
に
つ
な
が
る
事
業
に
希
望
さ
れ
た
心
の

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用
し
て
、
現
在
自
治

会
単
位
で
推
進
し
て
い
る「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」の
更
な
る
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
力
の
向
上
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に

対
し
て
的
確
に
対
処
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら

の
取
り
組
み
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
防
災
講

座
、
図
上
訓
練
、
避
難
訓
練
等
の
開
催
を
自

治
会
等
に
呼
び
か
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
地
域
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
生
活
環
境
づ
く
り

　

定
住
対
策
で
は
、
最
も
重
要
な
施
策
と
し

て
位
置
づ
け
、
移
住
・
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
大
都
市
圏
で
の
移
住
相
談
会
の

開
催
に
加
え
、
本
市
の
魅
力
を
直
接
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
農
家
民
泊
を
活
用
し
た
移
住

体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｒ

動
画
に
よ
る
情
報
発
信
等
に
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
引
き
続
き
、
お
試
し
滞
在
助

成
事
業
や
新
た
に
住
宅
を
新
築
、
購
入
し
た

方
に
対
し
て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｕ

タ
ー
ン
者
向
け
の
住
宅
改
修
支
援
や
新
婚
世

帯
家
賃
助
成
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

行
財
政
改
革
の
推
進
で
は
、
変
化
す
る
社

会
環
境
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

平成 28 年度施政方針・当初予算

　

本
市
の
重
要
財
源
で
あ
る
市
税
に
つ
い
て

は
、
適
正
課
税
と
納
期
内
納
付
を
更
に
推
進

し
、
納
税
義
務
者
の
納
税
意
欲
減
退
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
滞
納
整
理
等
の
着
実
な
実
施

に
よ
り
収
納
率
の
向
上
を
図
り
、
自
主
財
源

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
の

一
端
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
第
５
次
え
び

の
市
総
合
計
画
お
よ
び
え
び
の
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進

に
向
け
て
、市
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
り「
大

自
然
と
人
々
が
融
合
し
、『
新
た
な
力
』が
躍

動
す
る
ま
ち　

え
び
の
」の
実
現
に
向
け
、

各
種
施
策･

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
施
策
も
、
市
民
の
皆
様
が
主
役

と
な
る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
念
頭
に
、

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
が
先
頭
に

立
ち
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。
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市税
18 億 2,511 万円

（14.1％）

繰入金
14 億 5,171 万 2 千円

（11.2％）

諸収入
2 億 8,127 万 8 千円

（2.2％）

その他
5 億 2,283 万 5 千円

（4.0％）

災害復旧事業費
9,820 万 3 千円

（0.8％）

・

・

・

地方交付税
38 億 2,601 万 7 千円

（29.5％）

国庫支出金
23 億 2,127 万 4 千円

（17.9％）

県支出金
9 億 2,050 万 2 千円

（7.1％）

市債
12 億 9,272 万 8 千円

（10.0％）

その他
5 億 1,354 万 4 千円

（4.0％）

総額
129 億

5,500 万円

総額
129 億

5,500 万円

扶助費
28 億 248 万 7 千円

（21.6％）

人件費
20 億 8,983 万 1 千円

（16.1％）

公債費
7 億 4,447 万 9 千円

（5.7％）
普通建設事業費

19 億 2,371 万 9 千円
（14.8％）

繰出金
12 億 6,928 万 3 千円

（9.8％）

補助費等
12 億 5,658 万円

（9.7％）

その他
8 億 2,901 万 9 千円

（6.5％）

物件費
19 億 4,139 万 9 千円

（15.0％）

自主財源 40 億 8,093 万 5 千円（31.5％）

義務的経費 56 億 3,679 万 7 千円（43.4％）

その他の経費 52 億 9,628 万 1 千円（41.0％） 依存財源 88 億 7,406 万 5 千円（68.5％）

投資的経費 20 億 2,192 万 2 千円（15.6％）

平成 28年度当初予算
一般会計予算は、129 億 5,500 万円です

■市民一人あたりの予算額（一般会計）
※ 3 月 1 日現在、住民基本台帳で算出。

■会計別予算の状況
会　　計 28 年度 27 年度 増減率

国民健康保険特別会計 41 億 5,859 万 5 千円 40 億 8,085 万円 1.9％

後期高齢者医療特別会計 6 億 3,899 万 1 千円 6 億 5,173 万 9 千円 △ 2.0％

介護保険特別会計 32 億 9,842 万 6 千円 31 億 5,974 万 9 千円 4.4％

水道事業会計 8 億 6,478 万 7 千円 7 億 4,519 万 5 千円 16.0％

病院事業会計 10 億 484 万 4 千円 9 億 7,046 万 9 千円 3.5％

１人あたり約 62 万 9,403 円

１世帯あたり約 128 万 9,183 円

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

の
総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
２
９
億
5
５
０
０
万
円
で
す
。
平

成
27
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

14
億
１
０
０
０
万
円
、
率
に
し
て
約

１
２
・
２
％
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、自
主
財
源（
市

税
な
ど
、自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
）
が
、

■一般会計目的別歳出の状況

31
・
5
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交

付
金
・
支
出
金
や
、
市
債
に
よ
る
財
源
）
が
、

68
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
来
月
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
財
政
課
財
政
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

■
用
語
の
説
明

歳
入

【
自
主
財
源
】
市
税
な
ど
、
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
財
源
。

【
地
方
交
付
税
】
地
方
公
共
団
体
が
等
し

く
そ
の
行
う
べ
き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ

う
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
を
通
じ
て
交

付
さ
れ
る
お
金
。

【
国
庫
支
出
金
】
国
か
ら
地
方
自
治
体
に

支
出
さ
れ
る
補
助
金
や
委
託
金
。

【
市
債
】
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

時
、
借
り
入
れ
る
お
金
。

歳
出

【
義
務
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
、
任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な

経
費
。

【
投
資
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
建
物
、学
校
、

道
路
な
ど
、
資
産
形
成
に
向
け
ら
れ
る
経

費
。

【
扶
助
費
】
法
令
に
基
づ
き
、
被
扶
助
者

に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

【
人
件
費
】
市
職
員
給
与
、
市
議
会
議
員
・

各
種
委
員
報
酬
な
ど
の
経
費
。

【
公
債
費
】
市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
償

還
金
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
施
設
の
新
設
や

改
修
に
要
す
る
経
費
。

歳　出 歳　入

科目 28 年度 27 年度 増減率 科目 28 年度 27 年度 増減率

議会費 1 億 5,280 万 7 千円 1 億 6,524 万 8 千円 △ 7.5％ 土木費 13 億 3,008 万 9 千円 9 億 9,774 万 7 千円 33.3％

総務費 19 億 2,104 万 9 千円 16 億 2,981 万 2 千円 17.9％ 消防費 4 億 2,898 万 2 千円 4 億 8,438 万 6 千円 △ 11.4％

民生費 44 億 9,750 万 6 千円 39 億 6,751 万 8 千円 13.4％ 教育費 13 億 6,027 万 2 千円 12 億 964 万 4 千円 12.5％

衛生費 10 億 9,489 万 2 千円 9 億 6,626 万 4 千円 13.3％ 災害復旧費 1 億 2,902 万 5 千円 1 億 3,000 万 5 千円 △ 0.8％

労働費 943 万 1 千円 883 万円 6.8％ 公債費 7 億 4,447 万 9 千円 7 億 7,305 万 9 千円 △ 3.7％

農林水産業費 8 億 8,216 万 4 千円 8 億 4,336 万 9 千円 4.6％ 予備費 3,327 万 1 千円 3,022 万 6 千円 10.1％

商工費 3 億 7,103 万 3 千円 3 億 3,889 万 2 千円 9.5％ 合計 129 億 5,500 万円 115 億 4,500 万円 12.2％

・

平成 28 年度施政方針・当初予算

※水道事業会計および病院事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計を記
載。
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新たな組織体制
                        でスタート

③えびの市をより良くして
いくために、全力を尽くし
ます。自ら学ぶ姿勢を大切
に 精 い っ ぱ い が ん ば り ま
す。

②企画課

　

市
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
「
え
び

の
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
く
人
口
減
少
、
定

住
対
策
な
ど
の
課
題
に
対
処
し
て
い

く
た
め
、
企
画
課
内
に
地
方
創
生
対

策
監
を
配
置
、
そ
の
も
と
に
新
た
に

定
住
対
策
係
を
設
置
し
、
課
題
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。
地
方

創
生
対
策
監
に
は
、
宮
崎
県
か
ら
の

人
事
交
流
派
遣
職
員
と
し
て
塩
田
康

一
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
職
員
数
は
、
新
規

採
用
職
員
12
人
（
男
7
人
、女
5
人
）

を
迎
え
、
３
０
１
人
と
な
り
ま
す
。

　

え
び
の
市
と
宮
崎
県
と
の
連
携
強

化
と
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
、
平
松
貴
文
主
事
（
前
企
画
課
）

を
実
務
研
修
派
遣
職
員
と
し
て
、
宮

崎
県
に
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣
期
間

は
1
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
立
岡
良
一
主
事
（
前
健
康

保
険
課
）
を
宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
派

遣
期
間
は
3
年
間
で
す
。

　

今
年
度
は
、
10
月
か
ら
来
年
3
月

ま
で
の
6
か
月
間
、
東
日
本
大
震
災

被
災
地
（
宮
城
県
南
三
陸
町
）
へ
の

職
員
の
派
遣
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
市
総
務
課
人
事
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
１
２
）

新規採用職員を
紹介します②財産管理課

③未熟ではありますが、先
輩 や 地 域 の 皆 さ ん を 見 習
い、不足しているところは、
早く補えるよう努めていき
ます。

②税務課

③市民の皆さんが笑顔で安
心して暮らせるまちづくり
をしていきたいです。誰か
らも信頼される職員を目指
します。

②健康保険課

③えびのの自然や、優しい
地域の皆さんがとても好き
です。豊かな自然を守るた
めに、地域に貢献できる職
員になりたいです。

②健康保険課

③日南市から来ました。え
びの市について、分らない
ことが多いですが、少しで
も 早 く 地 域 に 慣 れ た い で
す。

②健康保険課

③ 少 し で も 早 く 仕 事 を 覚
え、一生懸命頑張ります。
えびの市民の皆さんがより
暮らしやすい生活ができる
ように全力で尽くします。

②農林整備課

③市の職員としてのふるま
いや言動をしっかり身につ
け、チャレンジ精神を持ち
続けるえびの市役所職員に
なりたいです。

②農業委員会事務局

③私は、えびの市で生まれ
育ちました。市民の皆さん
が、住みやすいと思えるま
ちづくりを目指していきま
す。

②介護保険課

③自分の生まれ育った市の
ために働けるという幸せを
かみしめながら、初心を忘
れることなく、えびのの発
展に尽力していきます。

②福祉事務所

③患者さんには、いつも笑
顔での対応を心がけていき
ます。明るく接して、信頼
さ れ る 看 護 師 を 目 指 し ま
す。

②市立病院

③えびの市が持っている多
くの魅力を積極的に発信し
ながら、本市の活性化に向
けて、市民の皆さんと一緒
にがんばっていきます。

②企画課地方創生対策監

③畜産農政課に配属になり
ました。えびの市の畜産発
展に貢献できるよう一日も
早く仕事を覚えていきたい
です。

②畜産農政課

①久保田真未 （くぼたまみ）

①菅田智宏 （すがたともひろ）

①永吉歩 （ながよしあゆみ）

①筧剛行 （かけひたかゆき）

①鬼束海聖 （おにつかかいせい）

①竹吉未規 （たけよしみき）

①長友翔太（ながともしょうた）

①加藤雅也 （かとうまさや）

①西園直紘 （にしぞのなおひろ）

①森田知佳 （もりたちか）

①原田千寛 （はらだちひろ）

①塩田康一 （しおたこういち）

①深瀨大将 （ふかせだいすけ）

③ え び の 市 に 中 学 生 以 来
２０年ぶりに帰って来まし
た。地域の活動に積極的に
参加して、えびの市を盛り
上げていきます。

平成 28 年 4 月 1 日付けで、12 人がえびの市役所の職員とし
て採用されました。
新規採用職員と県との交流職員の抱負等を紹介します。
①氏名、②配属先、③抱負
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畜舎の消毒

・出荷後、敷料を除去した空の畜舎など
を、動力噴霧機により、洗浄・消毒を行
います。動噴がない場合は、消毒薬をジョ
ウロなどで散布しましょう。

消石灰散布

・車両が入ってくる農場入口に、全体的
に白くなるように散布します。

・車両のタイヤが十分に一周するくらい
の長さ・幅で散布してください。

踏み込み消毒槽の設置・
点検

・畜舎入口には踏込消毒槽を必ず設置す
るようにしてください。泥や土等が大量
に混ざると効果が薄まりますので、こま
めに点検し、消毒薬が汚れていたらすぐ
に取り替えるようにしましょう。

畜舎周囲の清掃 ・畜舎周囲の除草や草刈り等を含めた環
境の整備に努めましょう。

●毎月 20 日は、県下一斉消毒の日です

今
も
迫
り
つ
つ
あ
る
口
蹄
疫

韓国における口蹄疫の発生状況
（2016 年 1 月以降）

※出典：韓国農林畜産食品部　等

　

6
年
前
の
4
月
28
日
、
え
び
の

市
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
多
く
の

家
畜
が
殺
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
入
っ
て
4
カ
月
足

ら
ず
で
す
が
、
韓
国
で
は
す
で
に

20
件
の
口
蹄
疫
の
発
生
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
（
平
成
28
年
3
月
22

日
時
点
）。
い
つ
口
蹄
疫
が
日
本

に
入
っ
て
く
る
か
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
す
。

　

平
成
22
年
4
月
20
日
、
県
内
で

最
初
の
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
4
月

28
日
に
は
え
び
の
市
で
擬
似
患
畜

が
確
認
さ
れ
、
市
内
で
4
件
の
口

蹄
疫
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時

殺
処
分
さ
れ
た
家
畜
は
市
内
で
は

６
７
２
頭
、
県
内
で
は
約
29
万
頭

に
も
上
り
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
引

き
続
き
、
飼
養
衛
生
管
理
の
徹
底

や
早
期
発
見
の
た
め
の
監
視
の
強

化
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

二
度
と
あ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
日
頃
の
防
疫
活

動
を
振
り
返
り
、
問
題
点
が
あ
れ

ば
適
宜
改
良
し
、
適
切
な
準
備
と

対
応
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

あ
れ
か
ら
6
年
。
あ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

思い出そう
頑張っていた消毒を

大溝原での消毒作業

農協での消毒作業

江原道

京畿道

仁川広域市

忠清北道

慶尚北道

世宗特別道自治市

大邱広域市

蔚山広域市

釜山広域市

慶尚南道

全羅南道

全羅北道

大田広域市

済州道

光州広域市

○ 2014 年以降の韓国における口蹄疫の流行（O 型）
・2014 年 7 月～ 8 月：3 件（豚 3 件）
　慶尚北道（2 件）、慶尚南道（1 件）

・2014 年 12 月～ 2015 年 4 月：185 件（牛 5 件、豚 180 件）
　忠清南道（70 件）、京畿道（56 件）、忠清北道（36 件）、江原道（11 件）、慶尚北道（8 件）、仁川
　広域市（2 件）、世宗特別自治市（2 件）
※最終発生日：2015 年 4 月 28 日（忠清南道洪城郡　牛）

す
。
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
ウ
イ
ル

ス
を
侵
入
さ
せ
な
い
た
め
に
必
死

で
頑
張
っ
て
い
た
あ
の
時
を
今
一

度
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
畜
伝
染
病
は
口
蹄
疫

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
27

年
9
月
以
降
、
Ｐ
Ｅ
Ｄ
（
豚
流
行

性
下
痢
）
が
発
生
し
、
本
県
7
農

場
、
隣
県
鹿
児
島
県
15
農
場
で
い

ま
だ
に
沈
静
化
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
（
平
成
28
年
3
月
22
日
現

在
）。

　

Ｐ
Ｅ
Ｄ
の
感
染
は
ふ
ん
便
を
介

し
た
経
口
感
染
が
主
で
あ
り
、
汚

染
器
具
を
介
し
た
感
染
も
起
こ
る

た
め
、
畜
舎
や
器
具
の
消
毒
は
こ

ま
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
家
畜
を
守
る
に
は
農
場

主
の
意
識
の
高
さ
と
、
事
前
の
準

備
・
対
応
が
必
要
で
す
。
消
毒
の

徹
底
を
は
じ
め
、
飼
養
衛
生
管
理

基
準
の
遵
守
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

【
市
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い
】

　

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
防
止
に
は
畜

産
農
家
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
も
不
可
欠
で
す
。

　

農
場
を
訪
れ
る
際
は
必
ず
農
場

主
に
連
絡
を
入
れ
、
動
力
噴
霧
機

や
踏
込
消
毒
槽
に
よ
る
靴
底
や
タ

イ
ヤ
の
消
毒
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
一
致
団
結
し
て
え
び
の
市

の
畜
産
業
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線

２
２
２
・
２
３
６
）　

○全羅北道
金提（キムジェ）市 2016 年 1 月 11 日 豚（O 型）
高敞（コチャン）市 2016 年 1 月 13 日 豚（O 型）

○忠清南道
洪城（ホンソン）郡 2016 年 1 月 13 日 豚（O 型）
天安（チョナン）市 2016 年 2 月 17 日 豚（O 型）
公州（コンジュ）市 2016 年 2 月 17 日 豚（O 型）2 件
論山（ノンサン）市 2016 年 3 月 7 日 豚（O 型）13 件

論山市

高敞市

金提市

洪城郡

天安市

公州市
忠清南道
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市
内
で
の
就
職
に
助
成

介
護
・
看
護
・
保
育
の
専
門
職
の
就
職
を
支
援

　

市
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
、
医

療
・
介
護
・
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
大
が

予
想
さ
れ
ま
す
。少
子
高
齢
化
の

進
行
な
ど
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
伴
い
、
質
の
高
い
人
材

の
安
定
的
な
確
保
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。医
療
・
介
護
・

保
育
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で

き
る
人
材
を
安
定
的
に
確
保
す
る

と
と
も
に
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ

た
ま
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
専
門

職
の
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

○
え
び
の
市
介
護
福
祉
士
・
看
護

師
（
准
看
護
師
含
む
）・
保
育
士
人

材
確
保
推
進
事
業

　

市
内
の
介
護
事
業
所
、
医
療
機

関
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
に

就
職
し
た
専
門
職（
介
護
福
祉
士
・

看
護
師
及
び
准
看
護
師
・
保
育
士
）

で
、
養
成
施
設
等
に
入
学
す
る
に

あ
た
り
借
り
入
れ
た
奨
学
金
の
返

還
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
内
で
働
く
専
門

職
を
支
援
し
ま
す
。

【
補
助
額
】
年
額
14
万
4
千
円
以

内（
5
年
総
額
で
72
万
円
を
限
度
）

※
返
済
金
額
（
利
子
を
含
む
。）
が

限
度
額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の

金
額

※
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
の
就

職
者
に
適
用

○
え
び
の
市
介
護
福
祉
士
・
看
護

師
（
准
看
護
師
含
む
）・
保
育
士
就

職
支
度
金
貸
与
事
業

　

市
内
の
介
護
事
業
所
、
医
療
機

関
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
へ

就
職
が
内
定
し
た
際
に
、
就
職
準

備
金
と
し
て
支
度
金
を
貸
与
す
る

こ
と
に
よ
り
、
専
門
職
の
就
職
を

支
援
し
ま
す
。

【
貸
与
額
】
20
万
円
（
無
利
子
）

※
3
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、
支

度
金
の
返
還
を
免
除

※
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
の
就

職
が
内
定
し
た
者
に
適
用　

　

詳
し
く
は
、
各
担
当
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
８
７
・

２
８
９
）

問
市
健
康
保
険
課
市
民
健
康
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
８
３
・

２
７
５
）

問
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
６
７
・

２
６
９
）

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は
河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えること
があります。

　

私
た
ち
が
共
有
す
る
貴
重
な
財

産
で
も
あ
る
河
川
。
市
で
は
、
河

川
の
環
境
保
全
の
た
め
に
水
質
検

査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、
市
内
の
７
カ
所

で
す
。
分
析
で
は
、
５
項
目
（
Ｐ

Ｈ
＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝

溶
存
酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ
Ｓ
＝
浮
遊

物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）
の
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川

の
生
活
排
水
処
理
対
策
を
行
い
、

河
川
の
汚
濁
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁
防

止
に
心
が
け
、
私
た
ち
の
共
有
す

る
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
河
川
の

環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
環
境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ

さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
罰
則
規
定
等
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
８
５
）

河
川
水
質
検
査
結
果
を
公
表

守
ろ
う
貴
重
な
水
資
源

●検査結果（検査日：平成 28 年 2 月 22 日）
項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPL/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25

以下 1,000 以下

下久保原橋 7.1 11.7 1.0 1.0
未満 80

二十里橋 7.4 11.5 0.8 1.0 9,200

池島橋 7.5 10.4 0.5
未満 1.0 790

長江川橋 7.4 10.0 0.6
1.0

未満
9,200

関川橋 7.6 10.2 0.5
未満 1.0 130

新岩次橋 7.3 10.2 0.5
未満

1.0
未満

1,100

山川橋 7.2 11.6 0.5
未満 1.0 49

●申請手続き方法

給
付
金
の
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

高
齢
者
向
け
給
付
金
「
3
万
円
」

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
高
齢

者
に
対
し
て
、
3
万
円
の
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。給
付
金
を
受
け

取
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。

　

支
給
対
象
に
該
当
す
る
可
能
性

が
あ
る
人
に
は
、
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
の
う

え
、
市
給
付
金
業
務
室
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。持
参
し
て
の
提
出

も
可
能
で
す
。

【
申
請
受
付
】
4
月
20
日
（
水
）
～

8
月
1
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

【
支
給
額
】
支
給
対
象
者
1
人
に

つ
き
3
万
円

【
対
象
者
】
基
準
日
（
平
成
27
年
1

月
1
日
時
点
）
に
、
え
び
の
市
に

住
民
登
録
が
あ
っ
た
人
で
、
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人
。

・
平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。

・
平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の

扶
養
親
族
等
で
な
い
こ
と
。※
扶

養
親
族
等
と
は
、
税
法
上
の
控
除

対
象
配
偶
者
、
配
偶
者
特
別
控
除

に
お
け
る
配
偶
者
、
扶
養
親
族
、

青
色
事
業
専
従
者
及
び
白
色
事
業

専
従
者
に
な
り
ま
す
。

・
生
活
保
護
の
受
給
者
で
な
い
こ

と
。

・
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に

な
る
こ
と
。（
昭
和
27
年
4
月
1

日
以
前
生
ま
れ
）

■
基
準
日
時
点
に
、
他
市
区
町
村

に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
人
は
、
当

該
市
区
町
村
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
で
他
の
市
区
町

村
か
ら
住
民
票
を
移
さ
ず
に
え
び

の
市
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
え
び

の
市
で
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご

相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
で
の
受
付

　

給
付
金
の
申
請
は
、
地
域
で
も

受
け
付
け
ま
す
。受
付
日
等
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。　
　

問
市
給
付
金
業
務
室

場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
別
棟
２
階

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
７
９
・

4
2
5
・
4
2
6
）

①4月中旬、支給対象者と思われる人に申請
書（請求書）を郵送します。

⇩

②申請書が届いたら、必要事項を記入・押印
してください。また、添付書類を準備してく
ださい。

⇩

③記入・押印した申請書（請求書）と添付書
類を返信用封筒（切手不要）に入れ、市に郵
送するか、市役所本庁別棟2階にある「市給
付金業務室」に直接提出してください。
※5月中旬には、期間限定で、地区会場で申
請の受付を行います。

⇩

④申請書を審査後、給付要件を満たしてい
る人には、5 月以降に支給決定通知書を送
付し、指定口座に振り込みます。要件を満
たさなかった人には、「対象外通知書または
不支給決定通知書」を送付します。

地区 期日 会場 対象地域 時間

真幸 5 月 16 日（月）真幸地区体育館集会室 真幸地区

午前 9 時～
午後 5 時

上江 5 月 17 日（火）上江地区コミュニティセンター 上江地区

加久藤 5 月 18 日（水）市役所本庁 1 階 1-1 会議室 加久藤地区

飯野北部 5 月 19 日（木）飯野地区コミュニティセンター
麓・苧畑・大明司・高野・
片馬場・町・坂元・前田・
山内

飯野南部・東部 5 月 20 日（金）飯野地区コミュニティセンター
駅前分館（飯野駅前地区体育館）

堀浦・下大河平・杉水流・
東原田・南原田・上大河平・
五日市・駅前・中原田・上
原田

●申請受付日程表
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市政ニュース

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
助
成

ぷ
ら
い
ど
21
市
民
団
体
活
動
助
成
金

　

市
で
は
、「
ぷ
ら
い
ど
21
市
民

団
体
活
動
助
成
金
」
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
自
ら
行
う

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
す
る
も

の
で
す
。
今
回
、
平
成
28
年
度
の

募
集
を
行
い
ま
す
。今
年
度
か
ら

一
般
財
団
法
人
民
間
都
市
開
発
推

進
機
構
の
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く

り
フ
ァ
ン
ド
活
用
事
業
を
利
用
し

て
、
ハ
ー
ド
事
業
（
文
化
財
周
辺

整
備
等
事
業
、駅
舎
改
修
等
事
業
）

に
も
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
団
体
】

・
市
内
の
5
人
以
上
で
構
成
し
、

定
款
等
を
定
め
て
い
る
団
体
で
あ

る
こ
と

・
営
利
、
政
治
的
、
宗
教
的
活
動
を

目
的
と
す
る
団
体
や
暴
力
団
な
ど

の
統
制
下
に
あ
る
団
体
で
は
な
い

こ
と

※
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、
ぷ

ら
い
ど
21
助
成
金
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
ソ
フ
ト
事
業
を
現
在

行
っ
て
い
る
市
民
団
体
で
あ
っ
て
、

今
回
、
施
設
整
備
等
を
申
請
す
る

団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。※
施

設
整
備
の
み
の
活
動
は
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
率
等
】

・
ソ
フ
ト
事
業

　

全
体
対
象
経
費
の
80
％
の
助
成
、

単
年
度
上
限
1
0
0
万
円
を
1
年

間
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
複
数

年
度
を
要
す
る
事
業
は
最
高
3
年

を
限
度
に
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
以
降
に
新
規
申
請

す
る
場
合
、
2
年
目
上
限
50
万
円
、

3
年
目
上
限
30
万
円
と
な
り
ま
す
。

・
ハ
ー
ド
事
業

　

全
体
対
象
経
費
の
99
％
以
内
の

助
成
、
単
年
度
上
限
5
0
0
万
円

を
１
年
間
交
付
し
ま
す
。

【
応
募
手
続
】

　

申
請
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
市
民
協
働
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。申
請
様
式
は
市
民

協
働
課
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
応
募
締
切
】
5
月
16
日
（
月
）

　

審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、

平
成
28
年
度
の
助
成
団
体
を
決
定

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
協
働

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

　

飯
野
地
区
、
上
江
地
区
、
加
久

藤
地
区
、
真
幸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
各
自
治
会
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
自
治
会
活
動
の
情
報
提
供

や
地
域
の
実
情
の
把
握
、
集
落
の

維
持
・
活
性
化
に
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
行
う

世
代
間
交
流
事
業
や
学
習
会
、
地

域
づ
く
り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
住
民
が
気
軽
に
交
流
で
き
る

施
設
で
す
。
い
つ
で
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
活
性

化
や
防
災
対
策
な
ど
地
域
の
問
題

解
決
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
を

も
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
活
動
の
運
営
を
支
援

4
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

●問い合わせ先

黒松さん、岡元さん、愛甲さん、田中さん（左から）

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号
飯野地区 田中　俊廣 33-0030
上江地区 岡元　秋人 33-5799
加久藤地区 愛甲　文広 35-1755
真幸地区 黒松　優子 37-3221

　

農
地
を
売
買
・
贈
与
、
貸
し
借

り
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
3

条
の
規
定
に
基
づ
く
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
許
可
基
準
の
ひ
と
つ
に
、

受
け
手（
買
い
手
、受
贈
者
、借
人
）

の
許
可
後
の
耕
作
面
積
（
経
営
面

積
）
が
「
50
ア
ー
ル
以
上
に
な
る

こ
と
（
北
海
道
を
除
く
）」
と
い

う
規
定
が
あ
り
ま
す
（
下
限
面
積

要
件
）。

　

こ
れ
は
、
経
営
面
積
が
小
さ
い

と
生
産
性
が
低
く
、
農
業
経
営
が

効
率
的
か
つ
安
定
的
に
継
続
し
て

行
わ
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
許
可
後
に
農
地
の
経

営
面
積
が
一
定
以
上
に
な
ら
な
い

と
許
可
は
で
き
な
い
と
す
る
も
の

で
す
。

　

平
成
21
年
の
農
地
法
改
正
に
よ

り
、
農
業
委
員
会
が
農
林
水
産
省

で
定
め
た
基
準
に
従
い
「
別
段
の

面
積
」
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
通
知
（「
農
業
委

員
会
の
適
正
な
事
務
実
施
に
つ
い

て
」
20
経
営
第
５
７
９
１
号
平
成

21
年
１
月
23
日
付
け
農
林
水
産
省

設定地域 設定面積（下限面積）

農業振興地域内の農用地（青地） 50 アール

農業振興地域内の農用地外 10 アール

　農業振興地域内の農用地（青地）の農地を取得しようとする場合は、今までどおり下限面積
は50アールです。それ以外の農地を取得する場合には、下限面積を10アールに変更します。
　なお、上記2つの地域の農地を併せて取得しようとする場合には、下限面積は50アールです。

●別段面積の設定
①特定の区域に限定した設定

設定地域 設定面積

空き家に付属した農地（農業委員会が指定した農
地に限る）

1 アール

②空き家に付属した農地に限定した設定

　適用を受ける農地が付属している空き家は、あらかじめえびの市の空き家バンクに登録さ
れており、その農地は事前に1筆ごとに農業委員会の指定を受ける必要があります。
　②の設定は、①の設定に優先して適用します。
　また、①の「10アールの下限面積」と②の「空き家に付属した農地」の設定を適用して権利取
得した農地は、投機目的の農地取得を未然に防ぐため、原則5年間耕作することを条件とし
ます。

下
限
面
積
を
引
き
下
げ
ま
し
た

農
地
法
第
3
条
の
下
限
面
積

経
営
局
長
通
知
）
で
は
、
農
業
委

員
会
は
毎
年
こ
の
下
限
面
積
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
下
限
面
積
（
別
段
の

面
積
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
耕
作

放
棄
地
解
消
に
も
寄
与
し
、
市
外

か
ら
の
新
規
就
農
を
目
的
と
す
る

移
住
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
の
理

由
で
、
平
成
28
年
2
月
23
日
の
第

1
回
臨
時
農
業
委
員
会
総
会
に
お

い
て
審
議
し
た
結
果
、
以
下
の
表

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
適
用

し
ま
す
（
平
成
28
年
4
月
1
日
以

降
開
催
さ
れ
る
え
び
の
市
農
業
委

員
会
総
会
で
適
用
と
な
り
ま
す
）。

　

な
お
、
他
市
町
村
の
農
地
を
取

得
す
る
場
合
は
、
別
段
の
面
積
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
当
該

地
が
所
在
す
る
市
町
村
の
農
業
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
市
農
業
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
調

整
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
５
１
）
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３
月
25
日
、
宮
崎
市
の
ラ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
セ
ブ
ン
で
「
え
び
の
農
家
の
ご
ち

そ
う
バ
ル
」
フ
ル
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
え
び
の
市

で
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物
を
使
用
し
た

料
理
を
提
供
し
て
、
食
材
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

えびのの食材に舌鼓
えびの農家のごちそうバル

で
す
。

　

宮
崎
市
近
郊
か
ら
42
人
が
参
加
し
、

全
9
品
の
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ま

た
、
生
産
者
が
食
材
な
ど
の
説
明
を
し

た
り
、
伝
統
芸
能
「
田
の
神
舞
」
を
披

露
し
た
り
し
て
、
参
加
者
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

3
月
18
日
、
飯
野
高
校
3
年
生

4
人
が
、
市
役
所
を
訪
れ
、
東
京

で
行
な
わ
れ
る
全
国
高
校
生
マ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー
ド
全
国
大

会
出
場
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
な
ど
の
課
題
に
対

し
て
自
ら
考
え
行
動
し
た
高
校
生

が
、
取
り
組
み
を
発
表
し
、
全
国

の
同
世
代
と
出
会
う
場
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

同
高
校
は
、
3
月
26
日
に
行
わ

れ
た
全
国
大
会
で
、
京
町
温
泉
郷

の
活
性
化
を
目
的
に
取
り
組
ん
だ

事
例
を
発
表
し
、
学
校
部
門
で
2

位
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

3
月
15
日
、
市
役
所
で
西
諸
地

区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
事
業
共
同
組

合
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
1
6
0
個

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
し
く
小
学
校
へ
入

学
す
る
児
童
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
毎
年
、
同
組
合
が
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

同
組
合
の
外
村
公
明
副
理
事
長

は
「
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
な
ど
か

ら
守
る
た
め
、
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
10
日
の
入
学
式
で
、
防
犯

ブ
ザ
ー
は
新
一
年
生
に
配
ら
れ
ま

し
た
。

全国高校生マイプロジェクトアワード全国大会

京町温泉郷の魅力を伝えたい
防犯ブザーの贈呈

子どもの安全に役立てて

　

4
月
6
日
、「
春
の
地
域
安

全
・
交
通
安
全
運
動
」決
起
集
会

が
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
集
会
に
は
、
39
団
体
の

２
７
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
起
集
会
は
、
犯
罪
や
交

通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
生
活
で

き
る
え
び
の
市
を
目
指
そ
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

集
会
で
は
、
新
入
学
児
童
生
徒

の
代
表
に
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
の
最
後
に

は
参
加
者
全
員
で
が
ん
ば
ろ
う
三

唱
を
行
い
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
へ
の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

4
月
3
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
、
平
成
28
年
度
え
び
の
市
消
防
団

入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
27
人
が
消
防
団

に
入
団
、
29
人
が
退
団
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
中
隊
長
や
小
隊
長
、
新
入

団
員
な
ど
へ
の
辞
令
交
付
な
ど
が
行
わ

住みよいまちを目指して

安全なまちづくりを呼びかける

決意も新たに
平成28年度えびの市消防団入退団式

れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
第
2
分
団

第
4
部
に
入
部
し
た
稲
留
航
平
さ
ん
が

「
不
公
平
な
ら
び
に
偏
見
を
避
け
、
何

び
と
を
も
恐
れ
ず
、
良
心
に
従
っ
て
忠

実
に
消
防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

4
月
5
日
、
宮
崎
県
立
小
林
秀

峰
高
等
学
校
の
男
子
新
体
操
部
員

が
市
役
所
を
訪
れ
、
3
月
19
日
～

21
日
に
行
わ
れ
た
、
第
31
回
全
国

高
等
学
校
新
体
操
選
抜
大
会
男
子

団
体
の
部
の
優
勝
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
同
校
の
優
勝
は
、
2
年

ぶ
り
6
回
目
で
す
。
同
部
員
数
は

15
人
で
、
9
人
が
え
び
の
市
出
身

で
す
。

　

報
告
で
は
同
部
キ
ャ
プ
テ
ン
黒

田
一
馬
さ
ん
（
上
江
出
身
）
が
、

「
8
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第31回全国高等学校新体操選抜大会優勝

小林秀峰高校が2年ぶり6回目
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霧
島
山
の
魅
力
を
発
信

　
「
え
び
の
高
原
を
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
る
場
に
す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
に
自

然
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
す
の

は
、
一
般
財
団
法
人
自
然
公
園
財
団
え
び
の
支
部
主

任
と
し
て
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で

勤
務
し
て
い
る
須
田
淳
さ
ん
（
池
島
）
で
す
。

　

須
田
さ
ん
は
、
平
成
20
年
に
一
般
財
団
法
人
自
然

公
園
財
団
に
入
団
。今
年
の
1
月
か
ら
え
び
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
自
然
環
境
の
保

全
管
理
や
霧
島
山
の
魅
力
発
信
な
ど
の
仕
事
を
行
う

傍
ら
、
霧
島
山
に
生
息
し
て
い
る
昆
虫
や
植
物
な
ど

の
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
専
門
分
野
は
、
昆
虫
で

す
。
霧
島
山
は
エ
コ
ト
ー
ン
（
異
な
る
環
境
が
連
続

的
に
推
移
し
て
接
し
て
い
る
場
所
）
な
の
で
、
生
物

の
多
様
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。霧
島
山
を
訪

れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
、
昆
虫
や
植
物
な
ど
に
も
目
を
向

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。い
ろ
い
ろ
な
発
見
に
感
動
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」

き
っ
か
け
は
虫
屋
と
の
出
会
い

　

須
田
さ
ん
は
、
埼
玉
県
出
身
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
よ

く
家
族
と
昆
虫
採
集
に
行
く
な
ど
、
自
然
と
触
れ
合

う
機
会
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
ん
な
須
田
さ
ん

が
昆
虫
の
と
り
こ
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

霧島山で人と人とのつながりを

あ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
虫
屋
（
昆
虫
愛
好
家
）
と
の
出
会

い
で
す
。「
以
前
に
臨
時
職
員
と
し
て
福
島
県
の
浄

土
平
支
部
で
働
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。休
み
の

日
に
は
、
昆
虫
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
生
物
の
調

査
を
し
て
い
ま
し
た
。
3
年
目
の
あ
る
日
、
昆
虫
採

集
を
し
て
い
た
時
に
ベ
テ
ラ
ン
の
虫
屋
（
昆
虫
愛
好

家
）
と
出
会
い
ま
し
た
。
一
緒
に
昆
虫
採
集
を
し
な

が
ら
、
昆
虫
の
話
を
聞
く
う
ち
に
、
次
第
に
魅
了
さ

れ
て
い
く
自
分
が
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
昆

虫
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

Profile

自
然
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
に
来
る
前
は
箱
根

支
部
で
勤
務
し
て
い
た
須
田
さ
ん
。
自
然
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
昆
虫
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
初
め
は
全
く
昆
虫
を
触
れ
な
い
子
ど
も
で
も
、
イ

ベ
ン
ト
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
触
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
昆
虫
が
好
き
に
な
っ
た
子
ど
も
は
、

自
然
に
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
姿
を
見

る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
」

　

「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
も
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
、
霧
島
山
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
親
子
で
参
加
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
昆
虫
や
自
然
に
触
れ
合
い

や
す
く
な
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
際
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
」

　
「
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
に
は
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
昆
虫
や
植
物

の
こ
と
な
ど
、
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」

一
般
財
団
法
人
自
然
公
園
財
団　

須
田
淳
さ
ん

すだあつし／池島／ 33
歳 ／ 趣 味：昆 虫 採 集、
バードウォッチングなど
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20
歳
代
で
最
高
に
達
し
た
体
力
や
筋

力
は
40
歳
代
頃
ま
で
横
ば
い
で
す
が
、

そ
れ
な
り
の
努
力
を
し
な
い
と
徐
々
に

低
下
し
始
め
、
60
歳
代
後
半
か
ら
、
そ

れ
ま
で
の
生
活
で
よ
く
使
っ
た
部
分
の

故
障
や
病
気
は
増
え
、
使
っ
て
い
な
い

部
分
は
使
わ
な
い
た
め
の
退
化
や
不
良

が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
か
ら
使
わ
な
い
筋
肉

は
す
ぐ
に
細
く
な
り
筋
力
は
落
ち
ま
す
。

筋
力
低
下
の
原
因
は
、
加
齢
プ
ラ
ス
①

活
動
量
の
低
下
②
栄
養
の
低
下
③
病
気

ま
す
。百
歳
体
操
は
椅
子
に
座
っ
て
行

う
筋
力
運
動
な
の
で
無
理
な
く
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、「
は
つ
ら
つ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」（
65
歳
以
上
を
対
象

と
し
た
運
動
教
室
）
も
市
内
4
カ
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

気
候
も
良
く
な
り
運
動
を
始
め
る
に

は
良
い
季
節
で
す
。自
分
に
適
し
た
運

動
を
見
つ
け
、
元
気
な
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
介
護
保
険
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
―
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　

文
：
市
介
護
保
険
課 

萩
原
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

体
と
頭
の
健
康
の
た
め
に
運
動
し
ま
し
ょ
う

で
す
。

　

栄
養
や
病
気
へ
の
注
意
と
同
時
に
活

動
量
の
低
下
へ
の
対
策
が
必
要
で
す
。

掃
除
を
こ
ま
め
に
す
る
、
買
い
物
や
近

所
に
は
歩
い
て
い
く
、
散
歩
を
習
慣
づ

け
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
気
を
付

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
行

う
運
動
は
な
か
な
か
続
か
な
い
も
の
で

す
。仲
間
と
と
も
に
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
運
動
す
る
こ
と
は
体
と
頭
の
健
康

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

各
地
区
で
百
歳
体
操
が
始
ま
っ
て
い

　

市
で
は
、
D
V
な
ど
に
関
す
る
電
話

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。秘
密
厳
守
で
、

相
談
は
無
料
で
す
。
不
安
な
こ
と
・
心

配
な
こ
と
・
話
を
聴
い
て
欲
し
い
こ
と

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

　

解
決
へ
と
繋
が
る
糸
口
を
一
緒
に
探

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
び
の
市
女
性
相
談
所

☎
35
‐
0
1
5
2

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
‐
1
2
3
‐
6
9
3

　

文
：
総
務
課
人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

暴
力
に
気
づ
い
た
ら
適
切
な
情
報
提
供
を

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
身
体
的

暴
力
・
精
神
的
暴
力
・
経
済
的
暴
力
・
性

的
暴
力
・
社
会
的
暴
力
）
に
つ
い
て
の

問
題
は
当
事
者
だ
け
で
の
解
決
は
難
し

い
も
の
で
す
。暴
力
は
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
大
き
な
問
題
で
す
。

　

暴
力
を
受
け
て
い
る
人
の
中
に
は
、

「
大
げ
さ
に
し
た
く
な
い
」「
相
手
を
犯

罪
者
に
し
た
く
な
い
」「
自
分
が
我
慢

し
て
い
れ
ば
い
い
」
と
考
え
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
親
し
い

間
柄
で
あ
っ
て
も
暴
力
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
身
近
な
人
や
友
人
、
知
人
に

「
体
に
見
慣
れ
な
い
あ
ざ
が
あ
る
」「
挙

動
が
不
審
で
あ
る
」
な
ど
の
疑
い
が
あ

る
と
き
に
は
、
専
門
機
関
（
警
察
・
相
談

窓
口
・
弁
護
士
な
ど
）
に
相
談
す
る
こ

と
を
勧
め
た
り
、
同
行
し
た
り
す
る
な

ど
手
助
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。被
害
者

本
人
の
了
解
を
得
な
い
ま
ま
、
自
分
が

な
ん
と
か
し
て
あ
げ
よ
う
と
不
用
意
に

動
く
の
は
危
険
で
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

　

3
月
22
日
、
高
齢
者
見
守
り
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
大
学
大
学
院

臨
床
心
理
学
研
究
科
の
稲
谷
ふ
み
枝
教

授
を
招
き
、「
地
域
で
見
守
る
認
知
症
高

齢
者
―
ス
ト
レ
ス
予
防
と
心
理
的
支
援

―
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

怒
り
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
試
み

て
も
、
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

怒
り
が
た
ま
る
と
い
ら
立
ち
が
持
続
し
、

さ
ら
に
た
め
込
み
続
け
る
と
抑
う
つ
状

態
に
な
り
ま
す
。元
気
が
な
く
な
っ
た
人

が
、
実
は
す
ご
く
怒
り
を
た
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　

ま
ず
は
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
を
断
ち

切
る
こ
と
が
必
要
で
す
。嫌
な
こ
と
が
頭

に
浮
か
ん
で
く
る
人
は
、「
ス
ト
ッ
プ
」
と

声
に
出
す
方
法
や
、
時
計
を
見
て
「
２

分
だ
け
」
と
言
っ
て
２
分
だ
け
考
え
て
、

「
は
い
２
分
終
わ
り
」
と
言
い
、
怒
り
を

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。繰
り
返
し
て
行
う
こ
と
で
考
え
を
ス

ト
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
者
の
中
に
は
、
助
け
を
求
め
ら

れ
ず
追
い
詰
め
ら
れ
る
人
が
い
ま
す
。周

囲
の
人
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
先
に
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
ず
は
話
に
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
い
。
不
満
を
言
い
た
い
の
に
、
話
を

聴
い
て
も
ら
う
前
に
、最
初
か
ら
正
し
い

こ
と
を
言
わ
れ
た
ら
、「
あ
な
た
に
何
が

わ
か
る
の
」
と
頭
に
き
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。人
間
は
や
は
り
、た
ま
っ

た
怒
り
や
い
ら
立
ち
を
吐
き
出
す
こ
と

が
必
要
で
す
。ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
て
、

は
じ
め
て
生
き
て
い
く
力
が
出
る
の
で

す
。

　
　
　

文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

抑
う
つ
状
態
の
予
防
と
心
理
的
支
援

運転者は歩行者に注意を

えびの署の人事異動

4月 1 日付けの人事異動で職員がかわりました。

【着任】署長 池上務（えびの消防署長補佐 )、吉永拡
ニ（中央消防署係長）、長﨑紀仁（ 野尻分遣所主任）、
吉留徹（ 中央消防署係員）、日高拓弥（高原分遣所係
員）、岡原由典（中央消防署係員）

【離任】吉村博、鳥集公則、足立拓也、笠掛誠、西健太、
桑島伸明、池田光希

【退職】岩下淳（署長）
「安心して暮らせる災害に強いまちづくり」を目指し、

市民の皆さんの信頼と期待に応える消防署となるよ
う職員一丸となって専心努力していきます。

宮 崎 県 内 で は 、平 成 2 8 年 1 月 ～ 3 月 末 ま で に
交 通 事 故 で 1 0 人 の 人 が 亡 く な り 、う ち 高

齢 者 の 交 通 事 故 死 亡 者 数 は 、8 人 で 全 体 の 8 割 を
占 め て い ま す 。
　 事 故 の 内 容 は 、車 両 の 運 転 中 が 3 人 、自 転 車 運
転 中 が 2 人 、道 路 横 断 中 が 3 人 と な っ て い ま す 。
　 運 転 者 は 、横 断 歩 道 に 近 づ い た ら 歩 行 者 の 有
無 を 確 認 し 、横 断 歩 行 者 を 見 か け た ら 、必 ず 一
時 停 止 を し て 、歩 行 者 を 横 断 さ せ て く だ さ い 。
　 歩 行 者 や 自 転 車 に 乗 る 人 は 、道 路 を 横 断 す る
と き は 、し っ か り と 左 右 の 安 全 確 認 を し て か ら
横 断 し ま し ょ う 。朝 夕 の 暗 い 時 に は 、反 射 材 を
着 装 し ま し ょ う 。

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 3件
救 急 61件 年 計 193件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

3月の交通事故発生状況
人 身 8件 本年累計 19件
物 件 25件 本年累計 89件
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お 知 ら せ

葦
原
に
鶯
の
初
音
聞
き
て
お
り

遊
び
心
の
口
笛
で
和
す西

上
江　

山
本
ハ
ヤ
子

　
四
月
の
晴
天
の
清
々
し
さ
は
、
春
の
花
冷
え
の
風

と
夏
へ
の
光
り
が
作
り
出
す
。う
ら
ら
か
な
春
の
野

に
鶯
の
さ
さ
鳴
き
を
聞
い
た
作
者
は
思
わ
ず
口
笛
を

吹
い
て
心
の
弾
み
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。や
さ
し
さ

と
素
直
さ
の
よ
く
表
れ
た
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

雲
雀
の
囀
り

飯
野
麓　

田
中
虎
夫

一
人
静
か
が
わ
ず
か
に
芽
を
も
た
げ

雉
鳩
が
追
掛
け
っ
こ
し
て
戯
れ
て
い
る

ど
う
や
ら
求
愛
の
季
節
が
始
ま
っ
た
ら
し

い陽
を
浴
び
て
香
る
白
木
蓮
に
頬
摺
り
寄
せ

歓
ぶ
白
衣
姿
春
の
息
吹
に
包
ま
れ
る

響
き
渡
る
ベ
ル
の
音
に
妻
は
一
目
散

帰
省
の
た
び
メ
ン
ド
ウ
コ
テ
を
叫
ん
だ

孫
娘
の
便
り
だ
っ
た
己
の
努
力
で
根
を
張

る文
武
両
道
の
道
程
恵
風
誘
っ
た
か
こ
こ
ろ

あ
い
の
風
が
穏
や
か
に
戦
い
で
い
っ
た

節
の
移
ろ
い
に
生
と
枯
の
営
み
が
覗
け
る

枯
木
に
も
た
く
さ
ん
の
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ギャグ漫画の王様といわ
れる赤塚不二夫は、多

くの傑作を生みだし、没した
今もなお、笑いと感動を与え
続けています。
　そんな赤塚不二夫の型破り
な生き方と赤塚家にまつわる
人々との日常を、愛猫「菊千
代」からの視点で描いたエッ
セイです。
　一生をかけてギャグをやり
きった男の本音が見えるそん
な一冊です。

吾輩は猫なのだ

赤塚不二夫／著
（扶桑社）

葉っ ぱ か な？ 枯 れ 葉 か
な？ そ れ と も ム シ？？

　いろんなムシたちが自然の
中でかくれんぼ。目をこらし
て、そっと近づくとみえてき
ます。
　枯れ葉にそっくりなカマキ
リや木の葉によく似たムシな
ど、昆虫の擬態やカモフラー
ジュを写真で紹介しています。
　昆虫が進化の過程で手に入
れた不思議な世界をのぞいて
みませんか。

あれあれ？そっくり！

今森光彦／著
（ブロンズ新社）

◎5月のスケジュール

◎イベント
小学生図書館たんけん
●日時＝5月8日（日）午前10時～午前11時
●対象＝小学1年生～小学6年生
●定員＝15人（先着順）参加料無料
※事前に申し込みをお願いします。

小学生図書館体験
●日時＝5月8日（日）午後1時30分～午後3時
●対象＝小学4年生～小学6年生
●定員＝5人（先着順）参加料無料
※事前に申し込みをお願いします。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「おやすみ、ロジャー」　カール＝ヨハン エリーン 著　飛鳥新社
○「もっと遠くへ 私の履歴書」　王 貞治 著　日本経済新聞出版社
○「家族でおでかけ九州’16-’17」　昭文社
○「うちのご近所さん」　群 ようこ 著　KADOKAWA
○「岩合光昭の世界ネコ歩き」　岩合 光昭 著　クレヴィス

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団
地→自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉
センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

月間行事 こどもの読書週間（4月23日～ 5月12日）
2 月 休館日
7 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
9 月 休館日

11 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
12 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55

ブックスタート
13 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
14 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
16 月 休館日
18 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
20 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
21 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～
23 月 休館日
25 水 館内整理日

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
26 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
27 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00
移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

28 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
30 月 休館日

相談ください
国税に関する悩みや相談

　国税に関する一般的な相談は、「電話相談センター」を
ご利用ください。熊本国税局税務相談室の職員が応じま
す。
　電話相談センターの利用の手順は次のとおりです。
①最寄りの税務署に電話をします。
②自動音声案内に従い、番号「 1」を選択します。※税務
署からのお尋ねに対する問い合わせや納付相談、または
職員に用のある人は、番号「2」を選択してください。
③自動音声案内に従い、相談したい内容の番号を次の中
から選択します。

［1］個人の年金や事業などの所得税
［2］給与などの源泉徴収または年末調整
［3］相続税や贈与税または譲渡所得
［4］法人税
［5］消費税や印紙税
［6］その他の問い合わせや不明な点がある場合
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

市の魅力を伝えるガイドになりませ
んか「市民ガイド育成ツアー」

　えびの市観光協会では、市民ガイド育成ツアーを行い
ます。えびの市の魅力を、一緒にPR発信ができるような

『市民ガイド』になりませんか。ノカイドウ自生地と池巡
りコースを巡り、えびの市の魅力を再発見しましょう。

【開催日時】5月1日（日）午前9時～午後3時30分 
※雨天中止の場合４月30日（土）に電話で連絡します。

【定員】23人
【参加費】700円（弁当代・保険代を含む）※当日徴収
【行程】ノカイドウ自生地→白鳥山→六観音御池展望台・

昼食→池巡りコース→えびのエコミュージアムセンター
【集合場所】①道の駅えびの（えびの高原へは無料バス）

②えびのエコミュージアムセンター
【準備する物】動きやすい服装、飲み物、タオル等
【申込方法】えびの市観光協会に直接または電話で申し

込む ※申込時に集合場所を確認します。
【申込期限】4月27日（水）

申・問えびの市観光協会
☎35-3838

ご来場ください
「川内川総合水防演習」
　今年は、川内川流域に大きな被害をもたらした平成18年
7月の水害から10年になります。
　梅雨などの雨期を迎えるにあたり、国土交通省九州地方
整備局および鹿児島県では、川内川総合水防演習を開催
します。
　演習では、各種水防工法の実演や防災機関による人命
救助訓練、地域住民や企業・学生による避難訓練等が行わ
れます。また、災害写真や防災機器の展示、土のうつくりや
炊き出し訓練の試食（数に限りがあります。）の体験もでき
ます。ぜひ、お越しください。

【開催日時】5月15日（日）午前8時30分～午後0時30分
【場所】鹿児島県薩摩川内市開戸橋下流河川敷（川内川左

岸向田側）
問国土交通省九州地方整備局 川内川河川事務所 管理課
☎0996-22-3271

見やすく表示を
車のナンバープレート

　4月1日以降、車のナンバープレートの表示の義務が明確
化されました。
　これまで、「番号を見やすいように表示しなければならな
い」とだけ定められていたナンバープレートでしたが、新基
準により明確に規定されました。
　これにより、一定の位置・方法で表示しなければ、運行す
ることができなくなりましたので、ご注意ください。
　次のことが禁止されました。
・ナンバープレートをカバーなどで被覆すること
・ナンバープレートにシールなどを貼りつけること
・ナンバープレートを回転させて表示すること
・ナンバープレートを折り返すこと　など
問国土交通省 九州運輸局 宮崎運輸支局 
☎050-5540-2088
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会・全国大会に出場する選手等に対して、その経費の一部
を補助します。 
　対象者は、えびの市に住所を有する人で、市内団体や市
内小・中・高校に在籍する児童、生徒などです。
　出場する大会の14日前までの申請が必要です。
※これまでのスポーツ振興補助金は、大会出場後の申請で
したが、平成28年度からは、大会前の申請に変更になりま
したので、ご注意ください。
申・問市社会教育課 市民体育係・文化係
☎35-1111（内線481・482）

高齢者スポーツクラブ等
加入助成事業

　高齢者の体力向上と健康増進を目的として、高齢者が
新規にえびの市体育協会加盟団体や総合型地域スポーツ
クラブに加入した際に助成を行います。

【対象者】65歳以上の人で、平成28年3月1日から平成29
年2月28日までの間に、えびの市体育協会加盟団体また
は総合型地域スポーツクラブに初めて加入し、1カ月以
上経過している人

【助成額】2,000円
【申込方法】対象者のいる体育協会加盟団体または総合

型地域スポーツクラブの代表者が、申込書を記入のうえ、
えびの市体育協会（市役所4階社会教育課内）に提出し
てください。
※この助成を受けられるのは、1人につき1回限りです。
既に他の団体・クラブに加入している人や、過去に加入
していた人は対象となりません。
申・問市社会教育課 市民体育係
☎35-1111（内線482）

参加しませんか「バドミントン講座」

　えびの市、小林市、高原町の3市町では、にしもろ定住自
立圏共生ビジョン事業としてバドミントン講座を行います。

【日程】5月24日（火）～ 7月12日（火）毎週火曜日（全8回）
【場所】小林市民体育館
【時間】午後8時～午後10時
【対象者】えびの市、小林市、高原町在住または、勤務して

いる独身の人
【参加費】1,000円
【定員】25人
【申込締切】5月10日（火）
【申込先】小林市教育委員会社会教育課
【持参するもの】ラケット、シューズ、動きやすい服装、飲み

物
【別途】スポーツ保険、シャトル代
申・問小林市教育委員会社会教育課
☎22-7912　FAX 23-9700

　

温泉について学びませんか「温泉ソ
ムリエ認定セミナー inえびの」

　温泉ソムリエ協会では、「温泉ソムリエ認定セミナー inえ
びの」を行います。温泉ソムリエは、温泉を楽しむための温
泉の安全な入り方や、体調や気分に合わせた入り方のアド
バイスなどを行う人のことです。同セミナーの開催は、宮崎
県内では初となります。
　多種多様な泉質のあるえびのの温泉に興味をもっている
人、温泉に関する知識を深めたい人、ぜひ、一緒に学びま
せんか。

【開催日】6月25日（土）
【時間】午後1時～
【場所】京町観光ホテル
【受講料】24,260円

詳しくは、以下にお問い合わせください。
問旅館伊藤
☎37-1756
問市観光商工課観光係
☎35-1111（内線331・332）

行政改革推進委員会委員募集

 市では、市が取り組む行政改革を市民目線で評価して
いただくため、「えびの市行政改革推進委員会」を設置し
ています。委員の任期満了に伴い、新しい委員を募集し
ます。

【任期】委嘱の日から平成30年3月末日まで
【募集人数】公募委員3人程度
【応募資格】①市内在住または、市内の事業所に勤務して

いる人で、4月1日時点で満18歳以上の人
②市の行政改革の取り組みに関する評価作業（意見報告
書の作成）が可能な人
③年複数回の昼間開催する会議に出席できる人

【応募方法】専用申込用紙に必要事項を記入のうえ、市総
務課行政係に直接持参するか、郵送、ファックス、電子
メールで申し込む。申込用紙は市役所本庁、飯野出張所、
真幸出張所、市民図書館、市ホームページ（ http://www.
city.ebino.lg.jp/ ）で取得することができます。

【応募締切】5月27日（金）（当日消印有効）
【その他】会議出席の際には所定の謝金を支払います。
申・問市総務課 行政係
☎35-1111（内線311・314）　FAX 35-0401
E-mail：somu@city.ebino.lg.jp

市民モニター募集

　市では、市民目線での行政運営を推進するため、「市民モ
ニター」を募集します。

【活動内容】・各種施策に関するアンケートへの回答（年3回
程度）※回答方法は、郵送または電子メールのいずれか
・行政運営に対する意見、提言などの提出

【募集人数】28人
【応募資格】市内在住で、平成28年4月1日現在で満12歳（中

学1年生）以上の人。ただし、市職員および公職にある人は
応募できません。

【応募条件】Ｗord（ワード）、Ｅxcel（エクセル）を利用可能
な人（電子メールでの回答を希望する場合のみ）

【任期】約2年
【謝礼】商品券または図書カード

【応募方法】専用申込用紙に必要事項を記入のうえ、市総
務課行政係に直接持参するか、郵送、ファックス、電子
メールで申し込む。申込用紙は市役所本庁、飯野出張所、
真幸出張所、市民図書館、市ホームページ（ http://www.
city.ebino.lg.jp/ ）で取得することができます。

【提出期限】5月27日（金）（当日消印有効）
申・問市総務課 行政係
☎35-1111（内線311・314）　FAX 35-0401
E-mail：somu@city.ebino.lg.jp
　

ご検討ください
移住促進「川原分譲地」

　市では、定住対策事業として、一般住宅用の分譲地を先
着順により格安販売します。
　家族・親戚・知人の人で、えびの市に移住を希望する人が
いる場合は、ぜひ、ご検討ください。

【名称】移住促進　川原分譲地
【土地所在】えびの市大字原田字才水流馬場3695番1　外
【募集区画】全6区画（271.17㎡～ 583.81㎡）
【売却価格】13万円～ 91万円
【応募資格】えびの市への移住を希望する人や市外者であっ

た人で転勤を常態とする職場に勤務する人
【受付開始】4月28日（木）

※土・日曜、祝日および年末年始を除く
【受付時間】午前8時30分～午後5時
【申込み先】〒889-4292　宮崎県えびの市大字栗下1292

番地　えびの市役所　財産管理課　管財係
【申込方法】直接または郵送

※電話、ファックス等での申込受付は行いません。
　詳細については、市ホームページ（ http://www.city.
ebino.lg.jp/ ）をご覧になるか、または市財産管理課管財
係にお問い合わせください。
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1111（内線347）

ご利用ください
「文化・スポーツ振興補助金」
　市では、文化・スポーツの一層の振興を図るため、えびの
市または宮崎県代表としてコンクール、競技会等の九州大
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取 材 で えび の 農 家 のご ちそうバ ル に 行 きました 。参
加していた 皆 さん は、大 変 満 足していました 。えび

のの 食 材の良さを 知ってもらえてよかったです。（ 東 ）

4 月の人事 異 動 で、実 務 研 修 派 遣 職 員として宮 崎 県 へ
行 くことに なりまし た 。取 材 を 通じ て 多くの人 に さ

まざまなことを 教 えてもらいました 。楽しい2 年 間でした 。
（ 平 松 ）

人　口 19,118人（前月比-191人）

男性／ 9,003人（ -84人）　女性／ 10,115人（ -107人）

転入／ 109人　転出／ 280人
出生／ 13人　死亡／ 33人

世帯数 8,432世帯（前月比-47世帯）
（平成28年4月1日現在）

E
d
ito

r's

だし、その額が15万円を超える場合は、15万円を限度とし
ます。

【その他】前期分の予算額に達した時点で、受付終了としま
す。
申・問市観光商工課 企業誘致・商工振興室
☎35-1111（内線333・334）

参加しませんか
「はつらつサポーター養成講座」
　市では、はつらつサポーター養成講座を開催します。
　はつらつサポータとは、市が行う介護予防事業や地域
で行われる百歳体操のサポート役となるボランティアの
ことです。

【参加対象】次の3つを満たす人
・えびの市在住で、介護保険の認定を受けていない人
・市が行う介護予防事業のお手伝いができる人
・養成講座終了後の連絡会（研修等）に参加できる人

【日時・内容等】

日　程 内　容

1回目 5月17日（火）
開講式、オリエンテーション・自己紹介、
講話「筋力を鍛える意義と百歳体操」、
百歳体操

2回目 5月24日（火） 講話「食べることを大切にしましょう」、
百歳体操

3回目 5月31日（火） 講話「口腔（こうくう）機能を向上させ
ましょう」、百歳体操

4回目 6月7日（火） 講話「認知機能の低下を予防しましょ
う」、百歳体操

5回目 6月14日（火） 先輩サポーターの活動報告、百歳体操の
ポイント確認、百歳体操

6回目 6月21日（火） 講話「ボランティア活動とは」、今後の
サポーター活動、百歳体操、閉講式

【時間】午前10時～正午
【場所】 社会福祉協議会2階 研修室

【参加費】無料
【申込方法】市介護保険課地域包括支援センターに電話

で申し込む。
【申込締切】5月10日（火）まで

申・問 市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1111（内線254）

おわびと訂正

　広報えびの3月号のシビックニュース「防衛関連事業
の状況を公表」で、国有提供施設等所在市町村交付金を

「107,564千円」としていましたが、正しくは「10,756千円」
で、下の表になります。
　おわびして、訂正します。
平成26年度までの防衛事業費総額

区　　分 事業費 交付額
えびの市総事業費 約188億6,909万円 約128億4,440万円
宮崎県総事業費 約60億1,141万円 約48億6,786万円

合　　計 約248億8,050万円 約177億1,226万円

平成26年度防衛関連歳入決算額
区　　分 交付額 交付先別合計 交付先

使途制限のない交付金 13,303千円
126,703千円 えびの市

使途制限のある
国庫補助金と交付金

113,400千円
76,864千円 76,864千円 宮崎県

合　　計 203,567千円 203,567千円

使途制限のない交付金（平成26年度）
交付金の種類 交　　付　　額

国有資産等所在市町村交付金 2,547千円
国有提供施設等所在市町村交付金 10,756千円

合　　計 13,303千円

申・問市企画課 情報係
☎35-1111（内線453）

◎ 今月の 表 紙
　 3 月27 日に八幡 丘 公 園 で「 桜 祭り」

が 行わ れました 。

新婚世帯の家賃を助成します

　市では、市内の民間賃貸住宅（戸建て・アパート等）に
居住する新婚世帯に対して、家賃の一部を助成します。

【対象者】平成27年4月1日以後に婚姻し、初めて申請す
る日が、婚姻日から1年以内で、次の要件すべてに該当
する新婚世帯

【要件】
・夫婦のいずれか一方が民間賃貸住宅の所有者との間で
賃貸借契約を締結していること

・夫婦ともに市内の民間賃貸住宅の所在地に住民登録を
行い、現に居住していること

・市内に住宅を所有していないこと
・市税等の滞納がないこと
・他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと
・過去にこの制度に基づく助成を受けたことがないこと
・家賃の滞納がないこと
・暴力団員でないこと

【助成金額】基本上限10,000円（月額）
※実質家賃負担額（家賃から住宅手当を除いた額）の2
分の１以内
※夫婦ともに市外からの転入の場合は上限14,000円（月
額）、夫婦のいずれかが市外からの転入の場合は上限
12,000円（月額）
※助成金は、交付を申請した月から当該年度の3月まで
の分を一括して交付します。

【助成期間】最長36月間
※助成金の交付を初めて申請した月からの期間

【申請方法】申請書を記入のうえ、必要書類を添付して、
市企画課定住対策係に提出してください。
※申請書は市企画課定住対策係で取得するか、市ホーム
ページ（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウンロー

ドしてください。
【必要書類】戸籍謄本・住民票謄本・市税等の滞納がない

ことを証する書類・賃貸借契約書の写し・住宅手当支給証
明書

【申請期間】随時受け付けます。
※前年度から引き続き助成を受ける場合は、当該年度の
4月末日までに申し込みを行う必要があります。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-1111（内線321）

活用ください
「住宅リフォーム促進事業補助金」
　市では、平成28年度えびの市住宅リフォーム促進事業補
助金（前期分）の申請の受け付けを開始します。住宅リフォー
ムを考えている人は、この制度をご活用ください。

【申請受付開始日】5月2日（月）
【補助対象者】・市内に居住し、住民基本台帳に記録され

ている人であって、補助対象住宅の所有者（配偶者または
一親等の血族もしくは姻族を含む）。
・申請者および同一世帯員が、市税を滞納していないこと。

【補助対象住宅】補助対象者の居住の用に供している市内
に存する住宅。ただし、事務所または賃貸住宅等の併用住
宅については、補助対象者が居住する部分に限ります。

【補助対象工事】市内に主たる事業所を有する法人または、
市内に住所を有する個人事業者である施工業者を利用し
て実施する住宅の工事。ただし、当該工事に要する費用が
20万円以上のもので、補助金の交付決定後、原則3カ月以
内に着手し、市の他の制度による助成を受けていない部分
に限ります。
※補助金の交付決定通知前に着工した工事は、対象外と
なります。

【補助金の額】補助対象工事に要する経費の20％の額。た

今月の納税

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期
5月2日（月）までに納めましょう。
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写真：キビタキ（撮影：上妻信夫／平成24年4月27日）

春の訪れを告げる森の宝石

キビタキ
Ficedula narcissina スズメ目ヒタキ科
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